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飼料作物

ギシギシを防除しましょう
１ ギシギシ１株あたり１～２万粒の種子がつきます
ギシギシの種子は土壌に落ちることで、数十年

たっても 80％以上発芽能力を持っています。

種子をつける前の刈取りや除草剤による防除が

有効です。

２ 草地更新時の除草剤処理
耕起する際に根が切断されると、ギシギシはそこ

から再生します。

グリホサート系除草剤で除草剤処理を行いましょ

う。また、耕起・整地・鎮圧後に雑草の生育を待ち２回目のグリホサート系除草剤処理を実

施すると、種子から発芽したギシギシや経年雑草も減らすことができます。

雑草率の低い良い牧草地にするために、耕起前と耕起後の除草剤処理を行いましょう。

３ 維持草地のギシギシ防除
一番草収穫後のギシギシが種子をつける前のタイミングで、ハーモニー 75DF 水和剤の

散布が有効です。ただし、アルファルファ以外のマメ科牧草に著しい薬害が見られるため

注意が必要です。マメ科率の高い草地の場合は、秋期にアージラン液剤を選択し、最終

番草収穫後に再生したギシギシの除草剤処理を行いましょう。

発 行

令和５年６月１５日

除草剤名 対象 散布時期
10aあたり
散布量

（水量は100L）
注　意　事　項

経年草地
3ｇ

新播草地
0.5～1.0g

5月上旬～下旬 200～300ml 散布後14日間は採草や放牧を行わないこと。

10月上旬～中旬 300～400ml

新播草地 10月上旬～中旬 200～300ml

ハーモニー75DF水和剤

散布後21日間は採草や放牧を行わないこと。
アルファルファ(ルーサン)以外のマメ科牧草においては､
赤クローバの枯死、白クローバは著しく減少する。
新播草地ではギシギシの草丈20cm以下での散布が望ましい。

夏および秋処理

アージラン液剤
経年草地

最終番草収穫後のギシギシが再生したほ場で使用する。
当年はギシギシ類の黄化のみで翌年春に枯死する。


